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集演講i畢科縣禦
c’一’一・’一一一一一一・一一

費措時す　をくそてに云の演る過常　のきの゜我申とれ蔭付ふ改會所去な
銘ま時そ國上もに今きや良にで二偉
　田し代れのげ基封のまうに於あ三力
　にπにで鷲た礎しやしな謝きり十を
付改於私縣い的まうて一しまま年磯
　て良ては業と研Lな直般てししの掘
　はのも唯改思究て不ちの慧て夙間レ
色図必重良ふに獄況にご懸も今にて
　k標要要のの於綜1’C私と科第後慰居
難もなな目でて科際のは學一は綜る　　　　　　　ね　し之こ職標あど皐し講…此が回此科こ
いをとにはりう方て演庭如第關躍と
　　　　　へ議基で付是ま云面今のに何二係のに
論本あてはすふに後内申に回に貢鑑
　もとり申歪゜事於我容上必針就献み
　こしま」二般　項てがにげ要塚てにま
　ざてすげに　にど瓢入るで校一依し
い定゜た亘　今う縣り必あ長贋りて　　　　　　　　　　　　　　　）　　　も　まめ併いっ　 後云業ま要るさ注欝1是
ぜてしのて　力ふのすはかん意綜は　う行今で湾　　を事改　゜な或ヵ、を業明
がく後あへ　入項良今いはら要が瞭　し大とのりま　 れをの日と今共す非な
艘云我ます　な研目の考後漫る常事
今ふ國すれ　け究糠御へはにこな捕
　まこのがば　れしは話まど瓦とるで　　　　うでと獄総非　ばなどはすうっに嚢ご　　　　　　　　　　り羅が縣て常　 なけの非か云てな達ざ層
　げ最粟生に　 られ擾常らふ既つをい
　らもと壷複　ぬばにに省意にたしま
’れ必し費雑　かな之遠略味詳のたす
　　　　　　　　　　　　　　　　o　て要てを廣　 とらをいいでしでと
　居　と　は　廉汎　　’云ぬ澄將　た盆い　あ云　實
　り思特贋と　 ふかい來しコ訟りふ際　　　　　　　　i　まぴににな　 ご又たのま必話まこに
　すま此する　と直らこし要もすと於　もす顯るの　　に接宜とて、であ　゜はき
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

N

　の　にごで　付關しは個あり此皆ま　　　　　　　　　　　　　も　に此重とあ　て係い別kる鷲科入し
付生きはり　おがかとのか懸興のて
　き産を何ま　 話な3ζし黙と業講知も
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學科緯獄と良改の業練獄
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にで　 た闇係育一lil果り費細が具ま
付あ第事接に勢つしもまがに各費し
て砂一一一一柄に於力考ま大す約考k雌て
考まはに生てをへすな゜四へ約費内，
へす肥付産生節ま、とる是割ま二等容
るが料き費縣減す是も等そす割でを
こsEのまの生す゜もののれれ五あ見
と．づ改し低産る第詳及生かば《りま
で以善て下費こ二細間産ら随残ます
あてでも’にのとはに接に金分り’すと
り自あうi資節゜桑亘に關利難一゜生i
ま給り少す滅第葉り廉iす及し割桑庵
す肥ましるを五牧ま領る管いが葉費
゜料す諜ζ圓は量す生要理こ農生の
第を゜細とる獄をれ産素費と具産凡
三生肥に等こ品壇ばにのがで費費五
は燦料内がと種加色資申各あ改の割
割すの容主゜のすkす披こり植内は
安る改をな第改るのる術割ま輩課桑
の　と　善おる・七良　t　黙　こ　的購せ　租　を葉

肥云に語項はにとがとに繭う税見代
料ふ付す目栽依゜ごが見費カミ諸ま約
をこきるで桑り第ざ出ま及そ掛す三
用とまこあ養i廉三い來し燃れ等tv割
ひがしとら躍慣はまる双料をで約は
合必てにう製生飼せと節費調あ四勢
理要はv・と綜産育う考約各べ　り割賃
的で是た思のに用カミへの一ままがで
施あもしひ各資桑先ら見割し需肥共圏肥　ら　・種　ま　ま　業　す　澱　つ　る　込　と　た　　　料　の

をうkすすにるを肥るみ云統そ代外
行と考゜°亘こ節料改がふ計れでの
ふ、思究　、是りと減代良あや表かあ二
こひを　 か副oすの同りうをらり割
とま要　 ら牧第る節標且な見生まが
ですす　喉入六こ減は生内ま懸す鷲あ゜る　 今のはとと何旋講iす生゜種
り」c黙　　巾増製゜t・’で費にへ産螢代
まはが　上加懸第ふあ節な賃嚢賃保
す施あ　げを技四こる減っ銀是小温
゜肥る　ま圃術はとかのて及も作輩
斯量の　 しり關飼をと敷居賄精料織
＿＿ V5－一



集演謁i學科垂糸翻
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問程しでてはりご　培そ際　入線く
題度むあもあまざ今を昌 齦＆ｷを肥し
でまるり窒りすい後しで及作成栽てあで上ま素ま　゜まのて線せ緑る培肥9　　　　　　　　　

b壇にしをせもす研一肥ざ肥べを料　　　へま力！1是て供ぬうけ究眉Lにる栽く主代”
　　　　bしす非典給が一れ事有關は培節との　　　　　）てる解原す併つど項利す何のすしニヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

蝕t決因るしはもとなる故有る翻割
りと’を及上特線此しら知で利や沙以
多に要除に殊肥線まし識あなう落上
過依す害於なを肥しむをるこに葉を
窪りるのても用のてる普かと努生節’
るま問方必のひ作は爲及とはめ草約　　　　　　　　　　　　　1場し題法要にま物緑のし云各な等す
倉てとにな於しの肥研一ふ地けをる
に牧思付量きて種用究般にのれ一こ
は穫ふてでま或類作もに要試ば暦と
其量の今あしるに物叢充す験な多が・
割をで臼りて量付のめ分るにりく田
合段あままはまて種な理に徴ま利來
にkりだす共で更i願け解隷しせ用る
牧にま研が量はににれせ肥てぬしと葉高す究其を殆研付ばしにも゜て思
量め゜が程少ん究環なむ勤議　堆ぴ
のてそ不度しどを現りるす論　肥ま
塘行れ十IC増桑進在まこるの　生す加くか分於し樹めにせと現飴　産゜
がのらできまのて於ぬが解地　 を自
少で施あます磯行き゜必にの　燃給
くあ肥りしと育くま　要乏な　す肥）　　　　　　　　　　　　　　　　　も

計bのまて其に必し　でしい　 と料
算ま分す時分i封要て　 あい所　 との
上す壷゜と蚤しがも　 P爲で　に生
利゜是是しをてあ可　」であ　依産
盆併はもて増悪るな　 方ある　 り、に

でし施線審すいとり　 にるに　窒付
なぞ肥肥をとと思良　 於とも　素き
いれ量を與申云ふい　 て思拘　肥ま
ともは普へしふのも　線ひら　料し云程或及るまこでの　　肥ます　　のて
ふ度るせのしとあが　 栽「IJ変　 購ぱ
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學科糸糸穰と良改の業新i1齪

『

で秀てとに準て或あてつ度てカミlll難占
あな施云關をははりはてま居是饗に
り肥肥ふ係確共其ま其或でりれが逃
ま料のこあ立虎外す土桑廉ま以婆す
すは量とるすま・）と地園い兎上頚る
か何或も研るで作カミ毎にも　に澗の
らでは可究必研物施に於の斯施四で
ざあ施なを要究に肥研てに様磐貫あ
うる肥り要がが於に究どしVC烈皇り
云かの有すあ進て關すのて施をza一ま
＄、琵時軌るるん’はする程生肥増ふ兎
基を期なのとで施る必度産のしこ
礎如等方で思居肥標要ます量まと大
的何に法あふりの準がでるをすで腿
なな付とりのま標とあ肥こ増とあに

要如基あれし施慶な然たると尚嘆ま
と何礎りか工肥くもるなのte櫓典で
すに的まら之の行のにらで依加五の
る使なす比に量はカ1全嘆ありす割維
のふ知゜較はにれま國丁りまる塘過
でか識是的土關てだ的度ましも、のを
あとをが廉壌聯居殆に損％で其六見
り云厳爲いにいりん左盆　其割貫ま
まふva　va肥關たまど1様の是肥合日す
すご定は料すしす出な境は料にまと、．
°とめ客をるまけ來桑界其に利で窒
併にな種用實しれて園に土封釜罫素
し付けのひ験臓ど居に蓮地すが鼓㌘
桑てれ肥まで今も、ら付すにるな算：！lt
ののば料しあ後今ぬきる依桑い上に
肥考其をてり全日のまかつのとも致
料が土比生ま國までしとて牧云利し
に決地較産す的であて云違量ふ盆ま
1關まにい費とにまり肥ふひそこでし
すら適たをか施だま料こまれとあ環
論盗巽茎弄隻翠餐％皇kc需叢1一呈鑑

識の優しる之標付米で付從程つすの

＿77一



　　　　　　　　　　　集演論卑學禾斗1繰魏
　　　　　　、　　　　　　　　　　EMM－一『一一噌一一一一一一一一一

需從研免らのが滞實す如の申るはは
　つ究　其を揃し験へ何爲し施総今
私てさそ難探つての或にでま肥て口
／s：覆農豪鋳皇唐量麓叢讐9．t鑑挫寒

此い實ににも、うあるたを主邊期れ出
翌iた駿＝多明にリカこし決な憾ecば來
にし戦つく年見ま或まめるな付なて
慧享糞綾警騎妻需猛を碧謹2毒謎髪
を場がをのkし桑の二と例と實とい
致合塑すでなての影つカミへ思験云と
しは待るあ方も磯響の實ぱふ的ふ嘗
ま此し場り向實育のも験桑の研やっ
し試て合まに際に現の上葉で究うて

塗護麓象留翌誉芒9誓贔婁享tSl磐と
一にに悪桑てに’てるやし調゜了考程
つ付はいの行逮もかうい査肥しか度
のてまこ佃くひ株のと瓢い料てらで
簾もだと性とがを決云にたに居決施
をう成にのかあ一定ふあし關らめ肥
比一績な差減りつが場らますなら量
撃馨毒望俵雲享く讐建三壽El：6摯轟

る楡っくつ行゜検い共思に究で居園
と藝てhてく又益とmeひ9t：があるか
きが居　肉き本い云にま肥斯りのら
宏量餐詫1／s｝ti舞芒倉嚢需灘誉享£筐

出でいで差風じまと出別力逓゜り湿
爽あの各がにやすかまのにれ是まび
貼らで地其別うと、qし冒依てはし出
姦2曹暴誉直叢蓄砦著輩2磐灘暴詫
へ思まて出墜育に究そ巾牧の上にる
てひ需多てるの磯がれし量はか劃も
實ま　年來かも育停はまが何らすの　　、

　　　　　　　　　　　　　－78一



導～科緻獄と」良改の業練霊漫
．一一・一一一一・一一一一

1

　る割ひなでと日　り間ふとはと験
併こ以ま施あ考の桑ま培必力こ今かを
しと上し肥りへ貧肥す養要砂後色始
蝕とのてをまま溺料゜が』が耕特kめ
で息節面敏すすなに　kElあ試殊なま
此ひ、減じし゜°知關　 來ら験な方し
改まが数ま是典識し　 るうを事法マモ
良す幽果すは程でエ　ことし項をそ
をo來を゜今・度も今　 と考まに二判ミれ
圓　衙鵬或申は試後　にへし謝りか
る　將げ綜上全験大　今ててしまら
に　來るiSlげ國のに　臼居そまし其
付　私も給た的結研　 はりれした試
き　がの肥やに果究　 なまにてけ験侮
ま　 申が料う見かを　 つす依はれ置
し　上あのにまら莚　て゜つ圃どの
て　げれ生肥し致め　履培て場宣株
＿　 まば産料てしな　 り養幾のまの
i番　 しざにの二まけ　 ま液らみだ杢
に　たう依分割しれ　すにかで十盟
私　　各云つ最以てば　　カミ付便変分で
共　種ふてそ上相な　培き期験満な
の　のも肥れの當ら　養ま聞す足く
遣　 研の料を肥にぬ　 液しのるな個
憾　 究に代其料此と　の峡傾代結々
に　　が取の’土代’肥云　　種或向り果の
思　　進替節地の料ふ　　類種をreに株
ひ　　みへ減に節代こ　　も類見水なを
ま　 まてを適減のと　研のる耕っ用、
すし行圖すは節を究配と法てひご　たくるる難減以　 の合云に居ま
と　なと゜やしと上　必にふ依らし
は　らと又うく云申　要依やり、なて
桑　 ばに比になふ上　 がりう短い組
に　無す較決いこげ　あまな期の合
付論れ的めとどまるしこ闘では
て　是ば廉ま考はし　とてとのあせの　 以歩いしへ期た　 思可螢傾りて
植上く肥てら待ヵ1ふな補向ま比物　 にと料合れ出併　 のり助をし較・
生　逡もを理る來し　でのに見てす理　 す二用的のる今　 あ期使る或る
＿79－一



集演講學科練簸

居をとにでで或増　むごた共必は學　　　　　　　　　　　　　　　1る行そすああは加第こと場が要是的
程ひれるりり栽せ二とは合實とはの度任かこまま培しはが難は行す植研
　　　　　　　　　　　　もで立らとすすのめ牧一しもしる物究あ法栽は゜れ技る葉方いつてか學の
砂文培難唯ば術と量にやと居とに少
ま瀧すし今全を云の於う生り云譲い
しのるくで國改ふ潜てに理まふるこ
て探桑なは的良こ加最考學すことと
も方のい根にすとでもへのごと致で　ヤ　　　リ

達施品と刈段るはあ必る方とにしあ
域肥種思桑當こ困り要の両で付まり醇すのをひ園りと難まなでに不きしま
る方選まの五にです纂あ於便まてすご法操す牧百依な゜項りてはしも゜　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li
と等し　葉貫りい此とま桑なて桑肥
がのて此量のまと牧思しにいもが料　　　せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

出改桑爲は牧し思葉ひて蘭の殆養に
來養園に三葉双ぴ量ま牧すでど分關
ま病に必百を牧まのす穫るあ今のす
す轟致要七離葉す増゜共研りIUどる
れ害しな八げ量゜加　他究ま判う方
ぱのま事十るの一は　のがすつ激澗
段防す項貫と約建大　 こ携がてふに
　　　　　　　　　　　　　1當除場とで云三の騰・とん更居も於
りを所しあふ割桑か　 にでになのき
五すもてりこ或園ら　關参肥いをま
百る十はまとは維考　 聯り料のどし
貫゜分優すはそ欝へ　 しま代でうて’
に斯に良か決れ費ま’　てせ節あ云も
高う選ならし以をし　 生ぬ約りふ養
め云揮るそて上以置　 理へとま割分
るふし新の難増て今　 學十云す合を．
ここ更品三し力ll桑日　的分ふ゜に吸
ととに種三くせのの　 のにと大ど牧
はが共を％なし品約　研之と髄うす
可今土育増いめ種三　 究をにの云る　　　　　　　も能日質成のと根を割　 が蓮なごふ一
で判のす五思刈選以　 大成りと時般
あっ改る百ふ桑操上　 にすまは期理
るて良と貫の園kを　 進るし私に論

＿80－一



學科糸糸獄と良改の業糸糸慧

”

にまも様ら耐もふにとす實てべ優と
依しのに見へのや改がべ験牧き良思
るてを優てるをう良出き上穫もなふ
牧約選良必性作なす來こ考ののるの
書箆奪盗饗篁毎皇冤箪叢⊇藷意蕩霧
差なう種性葉焚も葉う循ミ居品ひをり
がっにを質賛芽出とにのる種ま選ま
可てす得のに力來葉通曲のよす出す
な居れる改於のるの風直でり゜す゜
りりばこ良き強4）間等にあも此る優i
のま相とにまいでのに付り牧断こ良
開1當は鋤しもあ節もてま葉品とな
き　に將kてのり間Xi：のす量覆がる
にさ効來新もをま距し性゜がの今新
なう果の品適作す離い質牧二育日し
つ云が見極當教゜をやの量割成探い
てふあ込のな或叉短う改に位にら品
犀癩茎護蔑蕩曇撃攣隻肇箏（磐82i誓
芒復需醤芸霧餐輩途縫難発霊義鷺蔑
質葉牧現ふつ耐V・と量ら様を在方す
蓮量葉はとたへもも共探な育あ法る
寓の量出ともるの出他全次成りでに
蓋蒙癩釜罪繍泉毒肇繍讐筆葱享脅箋
極もきが常て或夜とに塾あご一ま品
をのも現なのは或思於勢抄と番し種
選も多在期栽病はぴてのまは牧ての
ぶあいあ待桑氣秋ま一改すボ穫参交
量茎為皇禁皇講羨需麓畢糞晶窮讐讐
Vc　’すは；；けかへく叉良分外でい矢依
依か少品ららるま葉なに新な蕪張り
りらい種れ或性での姿日品い論りま
桑響もの居は箪硬形勢光種と葉此し
園培の中り養或くををもに云質方た
を桑にでま獄はな直と受於ふも法個
登鴛接藁％璽曇髪1箪窮覇重蕉援漿
す種しい斯かにい云うこ待をしるら
一81＿
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學科懸慧と良改の梁紙獄
r・一一一一t　　　　－一一一一」　　　　　　　　　

rt　急て飼ま演る根理究かのてまて
の最速の料す會塞の的はらで不す行被後な研と゜で本作研少段あ便゜く
害にる究し…一御的用i究し々bが先」必
は桑進がてつ講なやがはとまあ程要
可の歩まのの演知葉最あ大するもがな廉をだ間植に識のもるき゜と桑あ
り儂な初題物なが同必がく桑云樹る　　　　　　　　　　h多生す歩がとり欲化要桑なのふ生と
い塵やで其しまけ作でのる喪こ理思
のにうあ塵てして用あ場゜育と墨ふ
で付にるに桑た居にり合或生をの0）
あて致と入をやる付まには長申研で
り申し意っ見うのですは植に上究あ
ま上たつてたなはも゜そ付關げにり
しげいてi参場研誠飴之れけすま於ま
’z．たも差り合究にりにを後るしてす
統V・の支まかが遺研付伐段生アヒまQ
計ことへしら今憾究てるk現がだ是
的と湾なて更後なが殆と大的探足に
　　　　hにはへい一VC釜こ　ご　ど云きの葉　り關
は病まと贋進々とざまふく研方な聯
飴轟す思複み進でいだこな究法いし
り害゜ひ雑まんあま今とるもに騨1て
確の　 まなしでりせ日がと鯨付が矢
か駆　すとて行まぬ出あ云りてあ張な除　 ゜と庇くし゜來りふあはる必
と豫　斯に葉やて斯てまこり更爲要
と防　様なをうボう居すとまににな
はで　なる獄に校澱らかのせ一栽こ
分あ　基のにいのふぬら自ん暦桑と
らり　本で用た遽實の伐然゜さのは
なま　 とあひし藤際で探の自う種生
いす　なりるた教のあ後焚然去々理のe° @　る　ま　や　bi授方　り　の　育　の　ふ　な　的・

で病　 べすうとがにま再生椎感技基
あ轟　 きがに思先直す生侵物じ術礎D警　　こ琵な．Sl、年ぐ　゜にに磯をの研
まの　と葉りの此必そ付關と深改究
す爲　 は質まで科要れてすしく良でF
けに　今にすあ墨でかのるてすにあ
れ年　 後付とり講あら生研春る於り‘
＿83＿＿



　　　　　　　　　　集灘｛謂齢鐸墜利・糸糸舐
　　　　　　　　　　F－ti－M－一一一甲nd甲’一一一一一』

減い生　 巾基こ　た除除病基糞璽ど
にで繭第上本と桑し法方轟礎詰冨も、
最慶量三げ的をにまの法害とらで地

要なし，のうのにま　　がりでべこXに
でる課廉なとしし　必ま今きと桑或
曽8雛篁勢1峯蓬3，奪需具璽鶏響霧
まも秋産注れみ改　 あ害に又に婆合
す含獄に意をま良　 り鐡研實毎當に
゜んが於す慮すの　 まで究際年しは
請憲摯霧憲愚殺曇究急怨雲饗窟縫
桑り六ふ事て可と　一止要法ρ’夜が
のま倍ぺ項進なし　k嘱あにあ桑殆
節し夏きでむりて　申此る付るとど
減て秋とな實の肥　上外もてのしな
と此鷲とい際生料　 げにの今でてい
も慶ははかの塵の　ま各は後あ墜豊
う桑約飼と方費約　す地萎調り理云
．一．． ﾉ二十育考面低二　 とに縮べま想ふ
つな五用へと滅割　時あ病1一し的こ
はる倍i桑ら二がの　 聞りの行質なと
飼部とのれ通出節　がま研く病葉も
育分さ節まり來減　か実突必轟の時

のるゐあ　ま其量　 まムか大縣をあ
節べるり　す爲に　す敵らい除なる
婆墨歪享奪塚塗／1輩義竃誘蓉2・
云く中゜　れ要三　項尺葉るとるあ
ふすに飼　 にな割　 目取残と云状り
こるは育　　付研以　　に貝赤思ふ態゜ま
とこ懲用　き究上　止殻澁ふごに究
をとが桑　ま一geの　め蝿病のとあ
併が實は　し項増　る天のでvcrる是
せ用際生　てと加　　e牛研あ付には

　　　　　　　　　　　　　＿84－．



墨科縣翻と良改の業緻禦

　　　　」
と用適きの1か法形合出　　○含桑桑　し
は桑當ま飼hで式に來さ○に育tLCて
矢のなし育今はになるうにもに＿各
張節方で方假全夷っの云獅うし齢穣
り減法は法り國kてでふし少fcをの翻にも唯のに二III勺の居あ風てしも鋼飼
のいあ今場一に用るりに四用の芽育
生たら提合齢見桑かま現四桑に育形
理しう案よ到るをとす在こ二の較三式
的まとさり桑と計云゜の齢飾べ齢が
研し思れも萱九算ふ日提で約てを今
究てひて約二二〇しこ本案はを桑全日
でもま居一齢とたと全さ五しの芽提
あ或する四劃なもが艦れ九ま量育案
りはの方％芽りの農とてとしは四さ
ま勢で法の育まを林し居なて一一五れ
し力friに用ゴす當省てる！霜O齢て
ての桑依桑齢゜嵌の仮形ま飼Oを居
實節のっの全其め調に式すのに條り
際減節て節芽前ま査春に　゜形謝桑ま
に良約も減育にすで獄依　式し育一％．
之繭は是が四申と出にり　　をてに
をの可だ出盆上坐fi來っま　探七すそ
確｛　生　な　け　來　齢　げ　桑　て　b　し　　　　り　八　　る　の・

用塵りのる條ま育居でて　　まとと提
しにに節と桑しをり申翫　すな云案
て付出減云育た一ま上可　 と～りふさ
断き來がふの恨○すげな　 一・ ﾜ一れ
しまる出計形定Oカミまり　齢％つて
いし望來箕式のと共すの　 に　の居
考てみるにに飼す統E．飾　 於そ場り
ももがのな全育れ計飼約　　てれ合ま
出ぞあでり國法ぱに育が　 はかをす
るのるあまをで用出の劃　 用ら考も
の基のりす致は桑て形桑　　桑稚への
で本でま゜し七量居式育　 彙獄まに
あにあす飼ま八がりがに　 はのす付
りtなりか育すで現まど較　 到「e．て
まるまら形れあ在すうべ　桑二全一
すべす碕式ばりの飼云ま　育齢齢齢
がき　゜外に碗ま飼育ふす　　ののをを
距こ此の付在す育の割と　 一一一 鼕c劃
＿85一



集演講學科継翻
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すけあにきと研・むに獄緑に御從事獄
゜れり進わが究や實の生1關研來項の
　　　　　．も斯どまむめ實にう際特産聯究のが生
うもすのて際なに飼性にしに生多理　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

云多とで不のつし育病關たな理くに
．ふ少かは備上てなし氣す方つ學可付
研得墨なでにおけてとる面てはなき
r究るでいあ於られ行正生tc居内りまの　所　あ　か　　り　て　れ　ば　く　常　理　於　　り　容　に　し

方がりとま必まな上と叉けJtlL　V2．捲て
法あま思す要すらにの是る液解んも　　　　　　　　　　　　　　　うがっすは゜なカミぬ叉置は項や剖で研
i進たとれ恨票各の研別適同呼殿居究み　と　か　ま　に　項　種　で　究　等　當　に　吸　や　る　が

　　もま云さす此でのあのにな付に組と’甚す　ふ　う　゜　庭　あ　方　り　土　付　名　て　付　織　思　だ

れ程云私にり面まにて前申て學ひ少
ぱ度ふ共脈まにすものがしのでまい
是でもの簿す於゜非研どま研あすの
はあの方膿゜てそ常究うす究つがで
正りをで液典環れながかと、がた幼あ
常ま表はの外境か不必知養可の錨り
のしは記屡生とら便要り分なでかま
慧てし録を理生又をでま利りあらすで釜た的記學迎環感あせ用出り踊゜
あだいに録の現境すりぬ」にるま蛾瓢
る完とi刻す研象とるまカ1關や需些卵
力1全云kる究の生の充病すう　±1等
或にふのこの關理で　理るに近つに．
ははこ攣と方係現あ斯的生な璽て付
異参と化が法が象り　うの理つにのて
常つををllSにはのま云生磯たな生は
にて前記來付つ關しふ理育のり理從
な居か録れ℃き係冗や學生でま的來
っららいばもり是此う詰侵あし研’比
　　　　1てな試た他瓢しも方なりにりて究較
居いみしのにて木面研健關ま本は的
るのてま研於参校の究康すす校非e研
とで胤し究てりに研がなる゜に常究
云ありてがはま於究無］E生飼於にさ　　　もふりま脈非今すてがい常理育て少れ
やますで常日e御遽爲の繭法もく、た

一86＿＿



學科練猛と良」吹の業糸糸獄

　是云てれは軟影な葉近とれ桑さ　　う
　はふ居ば病化響け質ま膿ばをなぞな
　讐㌻論）［i努蓼蓼凝晶£筆ll隻箪s、2

i翠擾・tr，婁婁驚箪奄後璽曹姦喜乏島為

　のつりねをとうぬたにまでてす此つ
　節たま゜爲如にとし依需あ繭る飼き
　墾高需杢毒要畳畳喜齢欧呈孫芸冨呈
　客誉糠土i］E論享穿乞讐鍔≒重倉蕃響

　は軟な年軟係゜°或っに此云主節研
　な化eの化が詰卵はき付病ふが約究
　し病と秋病ありの環りき氣時必に上
　に膿は獄にる前取境しまのに要つ色
　非病徴峡付か代取もてし申なでい々
　常に粒軟きとそ前wa参てでつあてな
　な付子化唯云れ代係りはもてりは便
　幸て病病今ふかはいま大特死ま消宴
　幅もはの申こら恨たし腿にに需極が
　と研注爲上と卵にした軟研至　的あ
　考究意にげのの良ま゜化究ら是方る
　へがさ全ま研時くせ今病をしは法と
　芒勢姦圏差蒙嬰曹h讐癩琴9．馨｛畳
　てでしにや必れま或此何るこてるま
　庇其ま見う要かしは磯なもと判と究
　種心すまにでらて共病るの些り思
　類配れし嚢あ養も前にもに用切ひ
　のがばて病りZf，共代必の是桑つ「k
　nvな殆t”にま中卵の要ではのた宏
　究いど七必すはの影なあ申使とカこ
　がや病干要゜桑時響るるす用と懲
　’今う氣寓な膿の期と條かま量で病
　後にの圓條病葉の云件とでのあの
　唯な心の件にの取ふは云も方り豫
　今り配損を付質扱こ何ふなかま陵
　申まは害究き環がとでこくらす曇
　上すなをめま境非もあと軟見力1慰
　げれVb受なし等常考るは化ま折を　まばとけけてがにヘカミ最病す角出
　　　、
　＿87一



集演講學科緯酸

　のき生思もると夏や合斯しし　た
第研方塵ふ使ので秋うのうたま第や
五究を費のへであ獄な全云場す四う
はのしのでるありに形齢ふ合とはな
慧上て計あやりま付式飼場を一飼方
のには算りうますてに育合一一つ育面
晶注實方まにす゜も全勢を○の勢に
極意際法すし゜繭當膿力考○標力遮
　　　　o　　うのしのに　叉若の縣を指へと準の展
改な数現唯外し品獄假数ますを飾す
良け果は此に此質業りはすれ斯減る
でれがれ虚猫種を試に五゜ば様でこ
あばなるに創類低瞼改四そ企にあと
！1）ない勢考的の下場めにれ國考りを
まらの力へな飼しのるなはのへま希
すぬではな方育な研とり一現ます望゜こあ全け法方い究すま齢在す゜す
品とり膿れも法やがれすが飼゜是る
種でまのば考を5あば゜劃育一もの　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　でのあす合な案更にり勢現桑法二現で
改りか計らしに致ま力在育か三ゴ今あ
　　　　　　　　　　　N良まらでぬま安ししが塗こ二ら齢普り
にす本農貼し塗まて約國齢計は通ま
依゜當家は竃且レ歩三のが筑劃にす
り　2と假更有環く割雫劃し桑提゜
過　 節しりに数飼と奪均芽た育案
去　　約てに勢な育も獄が育瀞匹1さ
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　

し

十　 は外勢力方勢三に七三獄齢れ
プミ　如に力の法力割於四齢飼がて
七何使の節ににのてでが育坐吐ゐ
の　 にひ節約改於勢節あ蚕勢芽る
間　す途約を良て力減り芽力育飼
　　　　　　　　　　　　　もに　べがをなし三節がま育は五育偉　 きな致して割減出す西七齢形
大かいし得行以がi來かEl四を式
なとやまるミ上出るら齢に蚕に二
る　云うし望一の來の喉がな芽依
實　 ふなてみ般節るで今條り育り
績　黙勢もがに減とあお桑まに証
を　 は力普あどが云り話育す致算畢　 吟・の蓮るこ出ふまし9・E°しい
げ　後省のとで來こ鴬た場又また

一88＿



學科練獄と．良改の業練濃
er 9

用一一一・との望が五まるに大り代過も光
的つが減む出％し鷲強IEま難並な～二
にで出獄こ來位ての健十し種にいと　　　　　　1　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も

特あ來ととる夏春割性三たが今の或にるるすはか秋獄合の年゜奨後では
　　　　　も違がかる出聯慰がが増頃一働のあ今
　1つ今とこ來欝は約如加臨定普同り後
た後申となに二二三何のにの及標まも
形はせはい於○割で爲一一掃せをす實
質是ば是かて％夏あにゴし立ら考゜盆r
　　しをに從はもは位秋る作倍鷲般察今塘
淘依來決知可に獄か柄に数通V・獄進
汰る効しれなながと安増に當たの上
す改果てまりり五EI三1建加封なし色此
る良を望せにま割しししす．組ま々品
この離みぬ張し位ま牧てる合すの種と程・げの゜健たのす繭房牧せと性改
で度來な夏性゜こζのり繭の第質良
FLiはれい秋が然と在量ま量爾一のに
的少ると鷲増らも來をすは親に中期をい一とにしばあ種約c「一を鷲で待
達や代で於て今っ時二是代選の實す
しう雑はて居後た代倍は難ぶ強用る
てに種なはり此らはに繭種こ健上こ
参思のい唯ま減う充し重普と性重と
りひ原と今す獄と分だの及にに要力1
まま種考のかの思調の増前依付な甚
しすのへ珠ら割ひ査で加にりきるだ
た゜遭ま獄此合まがあし較ままも大
が原當すと上をすありたべししので4種な　゜同にど　゜りま關まててにあ
後のる如じ檜のぞます係『し張は付る
は改紐何程加程れせ゜もて健大きと　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　1之良合に度致度がぬ減あ春性IE從云
をのせすましま、現が鑓り獄が三來ふ
純如をれでまで在大歩まで非年改こ
系き見ば即し少で艦食すも常以良と
にも出さちてくはの途け夏に來せはし是すう・一もす春推中れ秋増一ら中
一迄こ云捌…多る慧定でど慧し般れす
方はとふ内きこがと蜷覧でてにたま
に實もこ外をと一しれ主も参一・維で

＿89一



・　　　　　　　　　　　集演講i學科糸糸獄
　　　　　　　　　一
　さ位う種なりでり九　らに，上出品
晶う・に云のいまあま％次う較げ來種
種云安ふ縣とすりしではとべまな改
のふ聯こ鼠考かまたあ繭考てしい良
改口種とをへらす゜つ懸へ不たかの
良標のか一る蚕゜國た量る適やと交
にで綜此瓢の國叉のとでの當う思灘
於進量原五で的今試思あでなにひ法
てむを種、％あに後験ひりあ條唯まiヒ
次こ高と位り￥9配嚇ままり件今究併
に　と　め　し　にま　獄　付1の　す　す　ま　で　で　　　せ

考はてて少すをす唯゜°すもは禽用
ふ今櫨のく　゜一べ今今生゜飼飼育ひ
べ日い性と尤五き配日繭　育育成ま
きのて質もも％候付で重　 ししのし　　N　　　　　　　　　　　　　　　N

鮎場其に高此夏補しは量　てて研rく
は合原必め爲秋晶て全tZZ　見見・究一一
繭決種要てに獄種居國封　 るる方暦
怒しをで置はをのり亭す　 ごよ法複
のて普あか元一一中ま均る　とりの難
繊無及らなの四にすが生　丁：外中な
度理さうけ原％はも春綜　是にで方た　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　ピニ

繭なせとれ種と春の獄璽　に方注法
縣こる思ぱの鼓獄で繭は　依法意に
のとこひ多性ふ繭は一大　りがす依
長でとま少質同一聯二正　てなべら
さはがす養と標五獄％元　・早い凌な
でな必゜鷲致で％繭夏年　くの黙けあ’

｢要夏家し進夏は秋頃　 研ではれ
りので秋の．まむ秋一懲は　　究あ弧ぱ
まであ慰方しこ繭四繭春　 をり健強
すあらにでてと一一一・五一隙　進ま性健
　　　　　N°りう於少一一も四％一・一繭　めすを性
　　　　　　1　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ

繊まときな五是％夏％約　　るカミ試の
度す思まく％はの秋程一一　こ其験堰
に゜ひしな同無縣獄度○　 と際す加
付　まてり標塊量繭に％　がにるとき　 すはまになの一一高夏　 出普に云
ま　 ゜一す封同も三ま秋　來通賦ふ
『し　 而四かし標の％つ竃　 るの先こ
て　 し五ら交で’も程て繭　 で飼程と
　　　　Nは　 て％さ難はあ度滲約　 あ育rliは
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學科練獄と良L吹の業縣慧
・gm－一一「

繭が熊はに居　てとも場そ時場し當
暦鶴費出品つ次所思出でれ代合ま分
繊來帥來種たに謂ひ來今がににすは
馨論養磐養智勢響享窟離屍篁豊券暴
組で銀とにで解縣゜1）．布雌も叉毯は
繋曹嘉塁努曹簸鍔認をk驚馨肇羅爾

性此かりしこのとら春ふりな1有料
状繭をままれ繰を長獄共まいル利と
にの見すしが縣要くは中しのをとし
撃欝嶺塀無馨窩玄P，δ陰森£墨匿叢
如に場糠慧では・はま○不XXりと關は
腐關合に繭は在勿し○均繭ます係二
な係に致を春來論て米に七すぺか一
るし巽し二獄種でも夏於○跳きら中

．．iZit必のば秋±lt春す切八繭秋四　度と
ふ嬰約生獄夏鷲゜断○一一i獄五そ些し
やな二ma・繭秋繭　　のOO繭0れ白て
を科割のを獄六　多米〇五蒸か繭考
明學春生三繭○　い位OO夏らにへ
に的繭鷹〇五分　　もを饗○秋繭於て
す研二費分○夏　 の改夏米鷲懸ても
る究五のと分秋　 は良秋位噸の些宣
こは％中云位鷲　慣の慧に三長午し
と繭夏でふに繭　 値目繭増五さ八い
での秋技程なゼ　が標八加○で％と
あ解獄術度りO　あと○し米あ3ζ思
ll傍繭方にま分　 りしOま位りはひ
ま良一面しし以　ま額米しだま写ま
％髪舞毯看㌃老叢E”k」E茜患殊菟％
解りは見く是要　　゜かののひ在資さ
傍と節たこをし　 從らも『試まi來繭う
がは約生と更て　つうの験鬼種の致
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集演講學科薪i翻
『

へに解まひ表しりさ研てるh居問良
る分ししま示てまう究もかとるにう　　　　　　　　　　　もにけてたすす井し…爵に研さとの籐し
はた表なける上てふな究うにで計h
足とはられ方博品種つが云なあ綜と
らすすばど法士種類て必ふるりが云　　　も　　　　　　

h

なれこ非も或の改の居要こかま繰ふ
　　　　　　　　　　　　1いばと常記は溶良研りでと或すれこの翼はに録京解の究まあには゜ると
で繭出便さ都量みがすり付成そ゜の・
あは來利せ大をなも゜まて分れ縣意
り敦たでる娯以らつ叉す更ので量味
まれがあ方エてすとセ゜にど此をが
しに縣る法學示各澤リ綜研う繭箪漠
霊圏がとで部す種山シ合究云の位然
測す切思あの方の出ン的がふ解とと
定るれひり河法研るのな必も傍すし
　　　　　　b方かるまま倉或究や性溶要のがれて
法ととすす氏はにう質解でが良ば居
に云す゜がが和於にに量あ關い短り
　　　　s付ふれ今斯御久てな付とら係といま　．
きやば日檬研田不らて云うし云時し
まう何はな究氏便ぬのふとてふ間て
しな回從・方にががと御こ思居こで實
　　　　　　　　hてこ切來法な考多解研とひると繰際
もとれ軍がつ案い｛腎究をまかはれに
今がるにもてしとのも考す或繭る繰
後はか繭う居ま思本金へ゜は暦と縣
　　も研つ或一少りしひ艘子ら3ζ繭の云し
究きは粒しまたまが教れ此の組ふて
をり解と建す繭すは授ま解如織や時
大し傍し量所繊゜つがし傍侮にう聞
いなのて的も維解き進てをな於なを　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　b
にけ良見に矢の傍りめ本測るてこ箪
進れ否て出張膠をしら校る性どと位
めばを居來り着測てれの方質うでと
るま假つる多均定來て井法が云測し
必だりたや少等すな居上に關ふ定ま
嬰量にもう趣性るいり博付係もいす
が的五のに皆を方のま士きしのたれ
あに階をなは認法ですもまてがしばら考級分り逮録とあ　゜御し居良て共
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・撃科新翻と良改の業緯魏

　た昧則作種い法嘆般合歩と　 あう
第實にに出以もを今のせの在以りと
六験於依を上の鷹日期か因來上ま思
は遣きり、爲のを用は待らに種は窯ひ
製傳ま遺さ品選ま最以良なに品がま
懸がし傳ね種出し早上いつ支質多S；
技大て學ばがすて極0）もて那改岐
術い此のな各る新鮎効の居種良に此
關tc選癒ら別こ品に果をり及の亘外係　　i進　　傳　　用　　ぬ　　に　　と　　種　　達　　を　　探　　ま　　1歌　　主　　り　　品

にむ學にの有優のし翠るす洲なま種
於やの依です良－育たげの゜種るす改
てう研りあるな成とる一E：前を日か良
生に究まり侵るにII4こ共にカll標らに
縣致がしま所形努しと．原申へで雀付
生し更てしを質めてが種上i瞳あきき
産たに初て藥のなも出にげ當るまま
費い進め是め潜け宜來付まな墾す・し
のもみてはて在れしたきし組近゜て
箇の殊同漫一すばいのまた合年　 は

嚢美健9．欝婁葵意募享讐屍袋禦繍

と　必tを有現ぴ改゜難難難を　題
で要と以せせま良併駁種種學其あ　 でがてししすにしな，のをげ　 他

り　あ幽進むむ゜は此異選奨た　 色

ま　 る來めるる帥更種型揮働品　 々

す　形るるこ～二ちにのの嫉普種　考
゜　質とeとζ目徹簡も盈及改　慮
是　に思と等歌標底輩の様し良　

し

は　 付ぴがに職としなをなた事：　な
機　てま出依をすたる淘るこ業　け
械「　棄す來り。除る系方汰もとの　れ
の　　的　゜なて去形統法すのカミ経　　ば
改　 にさい優す質分にるの異過　

な

良　考う遺良るの離依程色常を　’ら
が　 へ云傳品こ値及る度ftな見　 ぬ

＿　　まふの種との交改でなるま　　黙
2　 し意法のゴ高職良一組進す　

も
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集演講學科練翻
ll”一一一一一・一・一一一

はでのをしはふ　本繭なのる於すも
なあ猫生ま無こそ的の不の機きがう
いるに産す理とれ研繊便研運ま今一か゜於すのではか究維を究とし日つ
と或てるはあ考らもが感がなてまは
考る整人原るへ繭あ解じ今りはで能へ程一に料　゜なをり傍て日ま外機雍
ら度な依の矢く煮ませ届峡しの械増
れま繭り繭張てるせらりけた方と進
までを地はりも操ぬるまてこ面‘しの
　　　　　　　　カすは得方生或宜作是るす居とのて方o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　 o

　人るにきるいで等朕　るは機の法
さ手こ依も程かあは態純爲洵械研を　　　　　　　　　ぬうをとb．の度もり是抱機ににの究講
致力1は飼でま知ま非食械そ慶磯がす
しへ困育あでれす進捲的れ賀逡殆る
ま域難法りはま゜め取のをすをどこ
するでにま人せ是る添研基べ此出と
とべあ依す手ぬはや緒究木き製來で
煮くりりかを゜繰う等がにご懸てあ
　　　1繭機ま葉ら加併懸にになしと機居b
と械し質或へし機い於いてで械らま
云力てにるたな械たての進あのなす
ふに是依程器ががし繊みまり方h°
こ依はり度械ら進た維ななまにご機
とつ矢可の製繰歩いのらけす探と械
もた張な開懸綜い』も受すれ゜りはに
今もりりきとはたのけ乏ば機入御付
後の機のをす機しでるにた械れ承’き
當力1械開有る械まあ力繭らのま知ま
分今のきつ方のすののをぬ方しのし
の後みがてがみれま種付o面て通て
闘はにあ居宜をばす類け製と色bはは理依りりい以或゜及て綜し々で是
一想るままとては　攣綜機まなあは
暦的こすす思す最　 化．を械し機り傭
大のと゜°ぴる後　等繰のて械ま翠
切繰は從同まこtc　にる考はがすに
な縣當つ時すとは　就場案機考゜申
も機分てに　゜はさ　　て合に械案最上
の械無総そと當う　のに非共さ近げ
　　　　　　　　　　しにで理てれ申分云　 基其常もれにま

＿94＿



　　鐸墜鑑
　生來う關配へ易同る二怨　斯藥をな
　産るで係すま敏じとつりその品感る
　　の間あがべす活仕思のまれ如等すと
　研題るあきとな窃ふ力宏か．きのる思
　蒙£’奮ゑ発箋色養馨姦麓晶謡羅写裟
　　完り云作源すめすあり率摩をがあ需
　　成まふ業のる且場りま塘のな明り
　　せすやに位入生合まし進問すとま共
　　ら゜う從麗と産．にすてVC題べなし黍
　　れ斯な事及機品於゜能付できれ吼繭
　　窓皇窪竃諜馨露竃琴奮嚢敷謡箋辮将
　　らふは君弧位質疲し進綜ま機繭葡きF
、疑讐育衆轟馨養／F窓皇蕎tk翁叢皐竃
　　際付の齢漁關く域らふに昆案てに矢
　　のて心蘂度係するぱこ於はも或蓮張
　　．上今理養換作るべ能とけ針容繰べ砂
　　に後墨駅氣業にく率のる塚易縣た研
　　非各生態等時は少を研研校とを各究
　　’常方理罷iは聞如く．高究究長な行種が
　　に面學格如の何すめをがさるふのま
　　利にを智何長にるる進非んこに研だ
　　盆於實能に短しのこめ常がとtV“簑足
　　がて瞼等す蔚たにとるに此とすが、り
　　あ研的とれくらはが飴少職思る進な
　　ら究に作ばは宜如出地いにぴi難塗橋
　　うが慮業宜作し何來もの第ま繭之
　　と進用のし業いにるあでニー％のと基
　　思めす能い時カミしカミり、あ回　操熱礎
　　ふらる醸か間其た叉叉り講　 作丞的
　　のれだ或゜をのら同現ま演　も低の
　　で所けはど全他1，lt：じ雄S；會　決温研
　　あ謂で疲う髄關し機共　 の　 定ガ～究
　　り標も勢云に係V・械必生時　 す蒸が
　　ま準粗とふど項カミに要理に　る築足
　　す作當の普う目叉依が躍論　 こ察り
　　゜業に關が澱に作り大心及　 と象ミな
　　　及解係能ふ付i業まい灘さ　 も特い
　　　標決が察風てをしに畢れ　 出種こ
　　　準出どにに考容てあ此て　 卒のと

　　＿95一



集演講學科縣魏

的如關な殊今検決と需し値し数あ　　　　　　　　ヤ繊何しく、な日定定即要てとま量りそ
度に今農項は方にちがはしし的まれ
のす後林H繰法解繭そ繭ててにせか　　　　　　　　　　　　　1生べ研省の縣の決のの織表之表ぬら
凝1き究に橡に確を槍用度はにはが次　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　うをかを於定依立要雄途繭し封す改に
繰と要てに『つはすをが懸ましこ良附
縣云すははて實る如攣長してとにカ1　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

すふる本外橡験こ何つ生て維で資へ　　　　　　　　　　　めるこ鮎年に査的とにて懸之濟あすて
tと峡か方す研でし滲最を的りべ申
とで生ら法る究あてり解分のまき上
のあ綜繰がとにり行ま傍類慣し重げ
爲り量縣ご云倹まふす及す値て要た
　　　　　　　　　　　　　　hにま及tcざふたすかれ類るに製ない訂す解依いこな゜茨ば節こ依縣事こ
な゜傍るまとけ重に槍はとつ原項と
り現の繭せのれさ之査現がて料では
多在代のう外ばのに寓在帥重とあ繭
　　　　　1量の表楡瑛全な研i乗項でちさしりの
の方値定全國ら究すもは格をてま格
試法をを國的ぬはべ墾最付附色す付
料で今i奨的にと是きるもでけ々°で
を些臼働な廣思鷹重べ必あ其な繭あ
用適よす方くひ實さき要り結性のり
ひ當りる法一ま験をでなま果質格ま
ななもこと般す的如あ條すをが付すける璽としlil勺゜研何り項゜綜あは，°
れ煮ににてに二格究にまで共合り繭是
ば繭少なは行付の定すあ分しまのは
な程彙つ繰ふ槍範むがり類てせ製獄
ら度のた懸べ査園べ是まに一う綜縣
ぬを試のにきを外き等す必つ゜原業
墾知料で依方すかかの゜要或其料の
之らをある法るも減條勿なは形と改
をん以りよは方知繭項論る一質し良
簡がてまりな法れのを將事つのて共
軍爲測す外いとま格は來項以測のもににる゜ 福ﾌしせ付か生と」：定償の　，定3ζに是法でてぬ方る懸しのを値で
　　　　　マ粒目はにが特はが法このまi数致をは　　　　　　s　　　、
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畢科懸獄と良改の業棘練
6階，

をも方　　のでせの作全に櫓　　定と繰
な關面纒一居し磯り部注加も法繊の
し係とりで）｝む育幽を慧をうを度み
叉慕獄のあまるにすパす圃一考国を
實項縣ならす爲飴材ルるるつ案的以
盆は科いうれにり料プ必こ残しのて
の多墨ことばは害との要とって繰す増数のと思閥緑eす原がvaて癬懸れ
進あ研をひ作肥與る料あ依居傍とば
にる究語まと以へ途にりりりのの試
もこに話す云外ながすまでま良關料
貢と期し゜ふのいあるす夜す否係繭
1献と待致　 こ間でら蝋゜支のとを量
す思すし　と作間うは或關が生明を
るひるま　嫉ぱ作と之は係翻綜に三
所ま鮎し　或有す思か鷲を牧歩す分
がすにた　は利れひら沙改入掛るの　o　　　　 ．

非　 付瑛　蝕でぱま油を善のをこ一
常之き生　 りな副すを一し増測とににを釜塵　必い牧゜探且た力1りも減
多綜要技　要か入そり家例で得此す
か合な術　はも増れ冥畜はある問る
っしるの　なし加か粕に他りや題こ
たても上　いれにら’を興にまう解と
の考のか　こま役闇肥へ多すに決が
でへにら　とせ立作料てい゜すの出
あま付観　でぬちを等かの生る一來
りすてま　』°ますにらで産こ方る
まる巾し　時放する用肥あ業と法のすと上て　一的に゜こひ料りのもでで
が近げ今　に鷲併とるにま行解ああ今こ時…た後　 不縣しも外用しき決りり
日殿の改　　況業桑共にひて詰の楚ま
の縣で良　 にが園一一もるぶっ一量す
鍾科あせ　　な非のつつ薬日た方的゜
綜墨りら　つ常能でとのの場法のぞ
業はまる　たec摩あ高枝獄合で簡れ
の長しべ　場順をb債條懸にあ軍で
瓶足てき　合調充まなは業副りな定
態の此見　のに分す物皮も牧ま解粒
に進外込　封進磯゜質或此入す傍繰
鑑歩にの　策ん揮桑をは鮎ゐ゜測愁
一一 X7＿



集演講墨科縣童
　　　＿　　　

－9

－一糟nv層　H－t｛’

　　　　　　　　　う尊したみ
　　　　　　　　　に重掩しれ
　　　　　　　　　切す維まesi
　　　　　　　　　にる螢し此
　　　　　　　　　希や法た程
　　　　　　　　　望う及際度
　　　6　　　　　　　　　すに制にの
　　　　　　　　　るし慶は進
　　　　　　　　　も當の之渉
　　　　　　　　　の窮改をで
　　　　　　　　　で者善打は
　　　　　　　　　あはに開ま
　　　　　　　　　り一一依すだ
　　　　　　　　　蠣磁く
　　　　　　　　　゜努にに満
　　　　　　　　　　力途は足
　　　　　　　　　　をが専が
　　　　　　　　　　加なら掛
　　　　　　　　　　へい科來
　　　　　　　　　　てこ墨な
　　　　　・　　　　科と的い
　　　　　　　　　　學を研の
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